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ル・トレーニング (SocialSkills Training: SST) 




を lfÈ~ く J (以下，聴く)ことは最も重要なスキル
























金1J・ 1:]台-前El3. 2004;藤原.i賓iコ.2011. 
2012. 2013)がある。














































































































けた。 2 ページ~j、降は以下の項目をその )1\買で尋
ねた。








































カテゴ 1)名 }支数 (%) mlヨ例
{均係の深まり 60 (54.05) 相手とより仲良くなれる，信頼関係を築ける，相手のことをよく知lることができ
る 相手の気持ちを共有できる
自己成長 4 (39.64) f也の人の考えをまIJることカfできる 知らなかったことを知lることカfできる I~l う〉
の考え方を見直すきっかけになる
サポート提供 7 (6.31) 相手の気持ちを楽にしてあげられる.相手を安心させられる.利子にやiJができるのかを考える材料を待られる
よ13〉、日コトi 11 (100.00) 
Table 2 聴いてもらうことの意味について得られた記述の分類結果(複数回答)
N=67 
カテゴ1)名 度数 (%) 項iヨi91J
気持ちの安定 55 (37.41) 気持ちが楽になる，ストレスが発散される.安心する，落ち着く
問題解決の促進 55 (37.41) まとまっていなかった考えを整理できる，他の人の考えをま1ることができる I~I 
分を客観的に見ることができる
関係の深まり 37 (25.17) I~I 分の考えを相手と共有できる，理解してもらえていると感じられる.相手とより{11良くなれる
i二ふ1き口l' 147 (100.00) 



















































にある(3 )" ，“ときどきある(4 )" .“よくあ
る(5 )"の 5件法で回答を求めた。






( 1 )"，“あまり当てはまらない(2 )".“まあ当
てはまる(3 )" .“よく当てはまる(4 )"の 4
件法で回答を求めた。
( 3 )聴くことの意味尺度 予備調査で選定し





























































(F(2，768) = 3.14，戸く.05) と性の主効果
(F(l，768) = 9.31. Pく.01)が有意で、あった。学
については， Tukey {去による多重比較の結
Table 3 聴くことの意味尺度の因子分析の結果(主因子法，プロマックス田転)
F1 F2 M (5])) 
F1 肯定的意味 (α==.95) 
17お互いを理解できる 81 03 .45 3.17 (.72) 
26相手との関係を確かめられる .81 一.07 58 3.09 (.76) 
5 1'3手を安心させられる .79 一.11 .57 2.96 (.78) 
18相手の気持ちを共有できる .79 .03 54 3.19 (，72) 
6相手を尊重する態度を身につけられる .7 一.05 .60 3.09 (.73) 
23相手の気持ちを楽にしてあげられる 76 一.06 45 2.99 (.79) 
8相手の考えを共有できる .76 .05 47 3.26 (.69) 
7嬉しい気持ちになる .72 .04 .41 3.05 (，82) 
24相手のことをよく知ることができる 71 .1 .54 3.26 (.71) 
16自分の悩み事や考え事の解決につながる .70 一.07 .47 2.94 (.82) 
13相手に何ができるのかを考える材料を得られる .70 一.05 .67 3.07 (.71) 
21成長できる .70 一.01 .64 3.02 (.78) 
22仲間意識を持てる .70 .09 47 3.20 (.74) 
1 自分が同じ体験をした時のためになる 66 .02 .49 3.25 (.73) 
4自分の考え方を見直すきっかけになる .6 .04 .54 3.19 (，72) 
14人から信用を得やすくなる .65 -.03 .55 3.01 (，79) 
19楽しい気持ちになる .64 .10 .57 3.08 (.84) 
F1 消極的意味 (α==.71) 
25時間が奪われる ω 回目 1.72 (.82) 
15イライラする .0 1 -.74 I .62 1.70 (.80) 


























“18. 信頼関係が築ける などの 6項目からな
る。これらは!穂いてもらうことによる関係の深
Table 4 聴くことの意味尺度の各下位尺度の記述統計量および2要因分散分析の結果
i 年生 (N==244) 
男子 女子
(N== 115) (N= 129) 
2年生 (N=279) 
男子 女子
(N= 145) (N= 134) 
3年生 (N=251) 
男子 女子
(N= 121) (N= 130) 
全体
(N=774) Ff由
M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) 学年 te¥: 交互
作m
T定1'J0官tll~ミ 3.09 (.52) 3.26 (.54) 3.03 (.48) 3.13 (.51) 3.01 (.63) 3.12 (.62) 3.11 (.56) 3.14ネ 9.31* * .36ns 
消極的 1.70 (.68) 1.65 (.64) 1.75 (.76) 1.63 (.62) 1.84 (.80) 1.69 (.75) 1.71 (.71) 1.28ns 4.64キ .28ns
意味
*木戸<.01、 * p<.05 
Table 5 聴いてもらうことの意味尺度の因子分析の結果(主因子法 プロマックス回転)



















.84 I .02 -.08 .60 
.81 I -.07 .07 .59 
.70 I .20 -.09 .62 
.69 I -.05 .21 .63 
.59 I .10 .03 .64 







.03 I .86 I 
-.01 I .72 I .10 
.29 I .55 I 











.40 3.02 (，77) 
.66 2.86 (.76) 
.27 3.05 (.74) 
.54 3.11 (.77) 






F 1 .78 .77 
F2 .71 








































り高かった(JII買に F(1，768) = 5.54，戸く.05，
F (1，768) = 12.84， Pく，01)。また“視野の広が










は， “関係の深まり" と ‘“"j情!育緒緒牟的ササ-ポ一トド" と
の間に強い正の相!関羽(ケr=.77，戸く.01)上'
j深菜まりlJ" と .“'1十視見野の広がりγ. との1問7詰苛j司7に拍強i刊し 1正の













l年生 2年生 3 if生 全体
男子 k子 男子 女子 男子 女子
(N =774) F 1f/i 
(N==1l5) (N==129) (N=145) (N==134) (N=12l) (N=130) 
M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) 学年 性交立作HJ
関係の深まり 3.18 (.57) 3.33 (.55) 3.15 (.59) 3.23 (.55) 3.12 (.67) 3.19 (.67) 3.20 (.60) 1.69ns 5.54* .36ns 
作j緒的サポート 3.16 (.53) 3.35 (.59) 3.09 (.56) 3.23 (.58) 3.13 (.64) 3.26 (.64) 3.20 (.60) 1.68ns 12.84*本 .21ns 
視野の広がり 3.10 (.印) 3.19(.53) 3.00(.56) 2.98(，60) 2.99(，61) 3.07(.56) 3.05(.56) 5.25** 1.24ns .75ns 
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